
第7章第二次世界大戦後の薬業

の
熱
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。

薬
業
教
育
に
つ
い
て
、
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
三
月
一
日
、
当
時
、
奈
良
県
今
井

町
愈
湘
噸
市
）
で
大
和
売
薬
行
商
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
四
件
決
議
さ
れ
、
同
業
者
の
奮
起
を
促
し
た
が
、
そ
の
一
つ
に
「
県
立
売
薬
商
業

月
一
日
か
ら
薬
業
科
は
一
，
薬
学
科
」
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
○
○
○
人
を
こ
え
る
卒
業
生
の
進
路
は
、
毎
年
就
職
希
望
者
の
六
○
～
七
○
％
が
医
薬
品
製
造
会
社
、
同
販
売
会
社
に
就
職
、
薬
品

の
製
造
や
試
験
研
究
、
あ
る
い
は
各
種
病
院
、
薬
局
な
ど
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
度
の
卒
業
生
は
、
女
性
一
人
を
含
め
、
計
二
九
人
。
こ
の
う
ち
県
内
配
置
薬
製
造
会
社
へ
の
就
職
は
一
二
人

で
、
就
職
先
は
、
県
内
企
業
五
企
業
。
配
置
販
売
業
に
従
事
す
る
者
は
、
こ
こ
数
年
ゼ
ロ
で
あ
る
。
県
外
の
製
薬
会
社
へ
は
、
四
社
で
あ
る
。

薬
学
科
へ
の
求
人
は
年
平
均
一
五
○
社
て
い
ど
で
、
薬
学
科
は
就
職
に
は
恵
ま
れ
た
存
在
で
あ
る
。

県
立
医
専
に
薬
学
専
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
商
業
協
同
組
合
・
葛
薬
友
会
・
発
行
の
『
創
立
六
○
周
年
記
念
・
葛
薬
友
会
の
あ
ゆ
み
』
に

門
部
設
置
の
協
議
よ
る
と
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
一
西
）
七
月
一
日
、
「
薬
友
会
長
会
議
に
て
、
奈
良
県
立
医
専
に
『
薬
学
専
門
部
』

設
置
に
つ
い
て
協
議
、
二
○
○
万
円
資
金
調
達
の
内
、
配
置
部
門
三
○
万
円
寄
付
割
当
に
賛
成
す
る
」
と
あ
り
、
当
時
の
薬
業
関
連
団
体

県
立
御
所
工
業
の
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
四
月
一
日
、
御
所
実
業
高
校
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
と
同
時
一
に
、
初
の
薬
業
科
が
新
設

薬
学
科
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
八
年
（
昭
型
一
三
）
に
御
所
工
業
高
校
と
し
て
新
発
足
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
四

５
奈
良
の
薬
業
教
育
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